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農林水産分野の自然資本の取組

事例報告

世界農業遺産『大崎耕土』における持続可
能な水田農業
宮城県大崎市産業経済部世界農業遺産推進室係長  高橋  直樹 氏

こんにちは。宮城県大崎市産業経済部の世界農業遺産推進室で

認定作業等々をやっております高橋でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。

宮城県の大崎市は仙台市の北、宮城県の北部に位置しています。

市の人口が約13万人、大崎地域としては約16万人のエリアで

す。昨年12月12日、「持続可能な水田農業を支える大崎耕土の

伝統的水管理システム」という名前で世界農業遺産の認定を受け

ました。

本題に入る前に、なぜ世界農業遺産認定を目指すのか。持続可

能な水田農業の取り組みは各地域でいろいろやっていましたが、

やはり東日本大震災の影響が非常に大きくて、大崎市も多大な被

害がありました。水も電気もない中で集落の皆さんがどうやって

生活をしていたのかと非常に心配していたのですが、食料があり、

もともと築かれてきたこの地域特有の絆がきちんと生きていたか

らこそ、大きな支障なく難を逃れて今に至っています。復興に向

かうにあたって今一度この仕組みを検証する必要があるのではな

いかということから始まり、こういったものをいろんなところに

発信・共有していくためにも世界農業遺産を目指そうではないか

と考えたのが始まりです。

「世界農業遺産」はFAOが認証する農業遺産の制度です。社会

や環境に適応しながら何世代にもわたって形づくられてきた農業

上の土地利用、伝統的な農業とそれに関わって育まれた文化、ラ

ンドスケープ、生物多様性等が一体となった世界的に重要な農業

システムです。

日本国内では今、大崎地域を含めて９ヵ所で、大崎地域が一番

新しい農業遺産地域です。

FAOのホームページにも掲載されておりまして、情報発信の一

端が徐々になされています。

SDGsの話が今日のテーマのひとつになっているので「GIAHS

とSDGs」ということで少し話しますが、これは国連大学（UNU）

の資料をお借りしたものです。世界農業遺産（GIAHS）には５つ

の基準があります。「食料及び生計の保障」「農業生物多様性」「伝

統的知識と技術」「農文化」「ランドスケープ及びシースケープ」の５つです。この５つの基準を守り継承してきた中の知恵
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や仕組みにはSDGsのすべての項目に該当する部分があるので

はないか。直接・間接を含めてそういった整理がなされておりま

す。

大崎地域の取り組みをこの５つの分類に合わせてご紹介したい

と思います。

食料及び生計の保障についてですが、大崎地域がどんな地域か

ご紹介します。大崎地域内には川が２つ流れており、その広大な

氾濫源を水田化してできた一大穀倉地帯です。有名なところでは

ササニシキ、ひとめぼれが生まれたのが大崎地域です。他方で、

大崎地域は冷害の常習地でなおかつ洪水が非常に起きやすい地域

で、けして農業生産に向いた地域ではありませんが、先人がさま

ざまな知恵を駆使して今の穀倉地帯を維持してきている。大豆も

本州一の生産地となっています。こういった中で米、麦、豆、伝統

野菜が残されてきています。

農業の生物多様性では、エコロジカルネットワークとしての屋

敷林の話をご紹介したいと思います。屋敷林「居
い

久
ぐ

根
ね

」を中心に生

き物たちが四季を通じて田んぼと屋敷林を行き来する。田んぼで

は、その生き物（クモ、カエル等）が害虫を捕食しており、その起

点を屋敷林が担っているということが、今回の農業遺産の認定に

際して実施した調査を通じて明らかになってきたところです。

知識システムの事例を２つご紹介します。大崎地域全体で、上

流から下流まで約80kmの距離がありますが、その中に６つの水

管理の仕組みが備わっています。水管理システムのデパートのよ

うな地域になっています。奥羽山脈の１番の山間地から６番の遊

水地まで、水の資源を隅々まで行き渡らせるための知恵と、洪水

等が起こった際に減災するための知恵がひとつのエリアの中に収

まっている地域です。

居久根について詳しくご説明します。単なる屋敷林、ただの木

ではないかと思っていたのですが実にさまざまな知恵がありま

す。ひとつは減災の知恵です。主に北西方向に向かって厚く木が

植えられており、洪水時の流木から家を守るという機能、強い季

節風から家屋を守る機能があります。もうひとつは自給の知恵で

す。水害の常習地帯なので孤立することが多くある中で、どの家にも小さな畑と薬草等が植えられており、災害で孤立して

も食料や薬を確保できる仕組みがあります。

もうひとつ、先ほど説明したような屋敷林の持つ農業生物多様性の保全上の仕組みがあります。

文化、価値観及び社会組織ということですが、この地域には「契約講」が760講残っています。冠婚葬祭から農作業まで
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さまざまなことを契約行為に基づいて行うという仕組みです。地域の中でつながっていくための最小のコミュニティがま

だ残っている。そういった生活の中でさまざまな食文化も生まれてきました。

ランドスケープの特徴としては、水田、水路、屋敷林が織りなす美しく、豊かな生物多様性を育むランドスケープがあり

ます。

大崎耕土の農業システムは、巧みな水管理基盤の存在、水を配

分するための社会組織、遊水地による減災、そして冷害を克服す

るための栽培上の水管理の４分類です。それを屋敷林や生物多様

性を育む農業の取り組みが支えて持続可能な水田農業を行う。持

続可能な水田農業をやりながら、そこでとれた農産物をさらにお

酒等に加工して生計を維持する。そういった中で生活が安定し、

さまざまな伝統文化や食文化が生まれる。このような農業資源を

守るために都市住民との交流を通じてCSAのような取り組みを

行う。さらに、大崎地域は生き物調査に非常に力を入れている。

こういった一連の取り組みが伝統的な水管理システムであり、持

続可能な水田農業システムだということです。

事例を幾つか紹介したいのですがあまり時間がありません。

ため池の保全とコメのブランド化を連動させている取り組みに

ついてご紹介します。絶滅危惧種のシナイモツゴという淡水魚が

おりまして、その魚が住んでいるため池の管理を農業者だけでな

く、地域住民や消費者の皆さんと協働しながら保全しています。

そして、シナイモツゴの住むため池の水のみを使って栽培した米

を地元NPOが生物多様性に配慮した農作物として認証する仕組

みをつくっています。

もうひとつ、蕪栗沼遊水地をご紹介します。大崎地域の遊水地

の特徴は、自然遊水地だけではなく、周辺の水田も遊水地として

活用するグリーンインフラとしての機能を持ちつつ、国内最大の 出所：登壇者講演資料
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マガンの越冬地として自然遊水地がございます。大崎耕土の水田農業があって自然遊水地があって、はじめてこういった生

態系が守られているということを申し上げておきたいと思います。

今、生物多様性のモニタリング指標というものを大崎地域独自でつくっています。9つの指標生物群を設けて、農家と消

費者が一緒に調査していく。単なる生き物調査ではなくてモニタ

リングをしていこうという取り組みをしています。老人から小学

生まで、さまざまな年代の人が取り組んでも同じような成果が得

られます。誰でも取り組めてしかも短時間で終わるということ

で、今までの生き物調査の概念を覆すようなやり方です。

最後に、世界農業遺産認定を契機に有機栽培や環境保全米を中

心に農産物の認証制度を検討中です。これに加えて生き物モニタ

リングへの取り組みを拡大し、栽培方法によって自分の田んぼが

どう変わってきたのかということに目を向ける生産者等を後押し

する認証も検討しています。今後は、農業遺産の認証制度と生き

物認証をセットとして地域から消費者の皆さんに情報発信してい
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く。こういった目を向ける行為に対して消費者の皆さんも交流という形で参加しながら価値を共有し、それに対する共感を

得てともに農業地域を守っていく。こういった形で大きな輪をつくり、信頼を築いていくことを目指しているところです。

以上でございます。
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